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暑かったですね、この夏は…。毎年言い続けているような…。でも、ほんとにそのとおりでした。

９月に入り、ようやく涼しく心地よい風を感じられる日が多くなってきましたね。 

 さて、毎日校内を回っている中で、私がいつも必ず足を止める場所があります。２階の２つの職

員室の間の廊下にある「たかつギャラリー」です。児童・生徒が自身をのびのびと表現し、それを

多くの人に披露できる大切な場所の一つです。本校にお越しの際は、ぜひともご鑑賞ください。き

っと心が穏やかになることと思います。 

「芸術の秋」です。さまざまな芸術作品に触れ感じることで、心が安らぎ

穏やかに過ごせるきっかけをいただくことができます。「芸術の秋」を楽し

みながら毎日を過ごしていきたいものです。 

左のイラストをご覧ください。卒業生が個展を開いています。在籍時より、

絵を描くことが大好きであったと聞いています。 

さあ、「芸術の秋」を探しに出かけてみませんか？ 

 

副校長 埜﨑 真弓 

 

 

  

昨年度は本校の児童・生徒とそのご家族にお声掛けをして実施した防災宿泊訓練を、今年度は生

田東分教室、川崎北分教室の生徒から希望者を募り、昨年度と同じく本校の体育館を避難所に見立

てて実施しました。 

両分教室から合わせて 11 名の参加希望があり、地震の仕組みや「災害」、「避難所」への理解を

深める学習から始まり、シェイクアウト訓練、体育館への避難訓練、避難所設営（居住空間づくり）、

備蓄食づくりや避難所スタッフとして行動する体験など通し、様々な視点で「災害が起きた時」を

考えながら取り組みました。 

 



少しずつ緊張がやわらいでくると、友達同士で協力する姿、周囲と相談しながら手際よく進めて

いく姿も見られるようになり、とても頼もしい生徒たちでした。その他にも、がれきが散乱した真

っ暗な教室を、懐中電灯１本で歩く暗闇体験などを行い、最後の振り返りでは、「怖かったけど良い

経験になった」「非常用の持ち出し袋を準備したいと思った」など、今回の経験を通して自分で考え

たことをしっかりと発表してくれました。このような学習機会を今後も大切にしていきたいと考え

ています。 

学校管理グループ長 須長 志帆 

 

 今年度はジュース、お菓子、そして“はたけベーカリー”から仕入れた７種

類の特製パンを、模擬店形式で販売しました。 

 お店の名前は、みんなで投票した結果「フラワーベーカリー」に決定。看板

は１年生徒のイラストを基に、各学年の代表生徒で協力して制作しました。

事前準備は職業の作業班ごとに準備物を分担して作成し、当日の販売は各学

年で時間を決めてシフトを組み、レジ、商品管理、受け渡し、呼び込みなど、

自分たちで決めた業務分担に沿って、２日間、自分の役割をしっかりと果た

しました。開店前から行列もでき、全ての商品が完売となりました。 

２学期がスタートしてすぐの週末、短い準備期間でしたが、みんなの協力

と思いがいっぱい詰まった「フラワーベーカリー」になりました。 

また、川崎北高校生のクラス企画も楽しみである、お化け屋敷や縁日、ゲ

ームなど、生徒たちは思い思いの場所を巡って楽しんでいました。 

今年度は一般にも開放となり、保護者、卒業生、地域の方々など、たくさんの人に来ていただき、

大盛況の文化祭になりました。そして、生徒たちにとっても思い出に残る２日間でした。 

川崎北分教室長 齋藤 哲也 

 



前任の栄養士根本の代わりに給食を担当することになりました、遠山です。好きな給食は中華風

混ぜご飯です。趣味はウクレレを弾いたり、読書をしたりします。よろしくお願いします。    

さて、給食がはじまりましたが、今月は高等部 1～3年生で考えたアイデアカレー七つが登場し

ます。これらのカレーはカレー屋さんとのコラボメニューとして考案したもので、七つのカレーの

うち一つが実際のカレー屋さんとコラボして今後提供される予定です。そして学校給食コンテスト

に応募しています。また学校独自でカレーフェスを開催し、どのカレーが美味しかったかシールを

貼って投票してもらい、高津のナンバーワンカレーを決めたいと思います。結果は来月のスマイル

のたねでお知らせします。 

   

栄養士 遠山陽子 

 

 

 

 厳しい暑さの夏がようやく終わろうとしています。今年も７～９月に企業・福祉事業所の保護者

見学会を開催しました。高等部１・２年生の保護者を対象に行わせていただきましたが、多くの保

護者の皆様にご参加いただきました。企業・福祉事業所によって環境や雰囲気の違い、さまざまな

作業内容、支援の仕方や関わりの違いがあります。実際に見ていただくことで、その企業・福祉事

業所が大切にしていることも感じることができ、進路選択の大事な材料になります。学校主催以外

にも、学校に案内がきた見学会などは本校の進路コーナーに掲示しておりますので、是非ご覧くだ

さい。 

 ９月後半からは高等部２・３年生の後期現場実習が始まります。特に３年生は後期現場実習を終

えた段階でいよいよ進路決定に向けて大詰めを迎えます。進路面談だけでなく、連絡帳やお電話等

でご相談する機会もあるかと思います。生徒にとって良い進路選択となるよう学校と家庭でより一

層連携を深めていきましょう。 

 

  進路担当 渡部 

 

 この９月２日から業務アシスタントとして、勤務させていただくことと

なりました山田敦祥
あつよし

と申します。３月までは静岡県浜松市で私立女子中学

校・高等学校で仕事をしてまいりました。今後、保護者の皆様ともお話する

機会もあると思いまます。微力ながら、皆様のお役に立てるよう頑張りたい

と思いますのでよろしくお願い申し上げます。 

 


